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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・治験薬（ジプラシドン）は、シートから取り外す事はできないとの事・・・外泊などの

　準備が必要な際にも。

　高山様の外泊の際には、そのまま持たせます。外泊時飲まなくていい日のものは、わか

　るように本人には事前説明しています。

・12/31～1/3は、モーニングミーティングありません。

・12/31～1/3の期間で、職員の欠勤・遅刻・早退などの場合は、特別手当支給対象外にな　

　りますので、当日のリーダーは経理に連絡はして下さい。

・明日から年末年始体制

　患者様や家族の外との出入りの際の十分な衛生対応、職員自身の健康管理も十分に

　心がけて下さい。（勤務調整も難しい勤務です）

　また、急がず慌てずに患者様対応に心がけて下さい。

　スタッフオフィスに預かっている金銭等貴重品の安全管理につとめて下さい。

＜患者様連絡事項＞

・日向端　庸男様～本日、胸部レントゲン実施

・高山　英佐様～頓服ロラゼパム10回分（馬渡医師から）処方あり

・布施　邦雄様～本日夕方から分のレボトミン錠をセットしている。

・大下　伸治様～鼻閉などの風邪症状改善の為、葛根湯は昼で飲み切り中止、主治医了解

・水梨　礼子様～褥瘡治癒、報告書回覧中。

　　　　　　　　馬渡医師、山内委員長、東は印確認あり、院長印のため、院長未決に

　　　　　　　　提出している。（12月30日現在）

・高橋　康光様～家族（甥：工藤様）対応について

　　　　　　　　本日電話でSGM対応している。

　　　　　　　　返事が準夜になった為にJGM対応→工藤様自身の背景などから、高橋様

　　　　　　　　には電話や住所は教えられないとの事。本人の気持ちも分かるけど、

　　　　　　　　工藤様自身も自分の家族にも話していない、仕事がら電話がはいってく

　　　　　　　　るのも困ってしまうと事。

　　　　　　　　→年明けの診察で、高橋様の要望を伝えた上での返事について説明、

　　　　　　　　　また、単独外出での一人でのよこまち外出などは開始していく方向

　　　　　　　　　としていく。

・千葉　光広様～眼科受診の件

　　　　　　　　1月20日（金）AMに鹿内眼科受診を予定して行く。

　　　　　　　　主治医、SWには本日時点ではメールで情報流している。

　　　　　　　　年明けに直接にも情報提供し、紹介状や外出願い、医療券の確認をする。

　　　　　　　　○右耳の中の出血あとなど改善、処置を朝夕2回実施→1回朝に変更。

･木村　梅子様～本日弟様の面会あり。

　　　　　　　　その際に病棟管理からも、先日のSWとのやり取りの確認を行い、

　　　　　　　　長期支援取り組みの方向の確認を行っている。

＜要注目患者様について＞

・原　吉郎様～職員の問い掛けにスムーズに話は出来ているが、奇声や独語は断続的に

　　　　　　　続いている。スタッフに不調を話してくる事はない。

・畠山　正雄様～挨拶時の声高さは少しある。

　　　　　　　　手の震えについては、「だいぶいいけど、水を飲むとき？に震えは

　　　　　　　　強くなる」と話す。強い気分の高ぶりはない。

　　　　　　　　⇒シクレスト錠服薬時の関わりの強化を！（服薬確認）

・藤村　悦子様～夜間睡眠はとれている。

　　　　　　　　排便の政情については、軟便は解消してきたと話す。

・高山　英佐様～11時45分に薬！と希望してくるが、切迫ない為様子みる。

　　　　　　　　昼食後間もなくソワソワが続いていると、ロラゼパム服用する。

　　　　　　　　プログラムには参加出来ている。

